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１．研究計画の概要 

（1）本研究目的の直接的な背景には、竹

島(独島)や尖閣列島(魚釣台)の例にみられ

るように、近年、海底資源や漁業資源など

の開発をめぐり、無人島を含む島嶼の領有

権が国際的な問題になっていることがある。

本研究では、19 世紀から 20 世紀にかけて

の国境線画定時に、これらの島嶼の帰属が

どのように扱われたのかを考察するための

事例研究をおこなう。 

（2）あわせて、研究分担者になっている

「一九－二〇世紀転換期における「戦争ロ

マン」の表象についての比較文化史的研究」

（平成 21～23 年度、基盤研究（B）、研究

代表者：京都大学人文科学研究所山室信一

教授）で、理論的な考察をおこない、マク

ロな視点とミクロな視点の両方から考察を

進める。 

 

２．研究の進捗状況 

（1）これまで、イギリス議会文書やイギ

リス東インド会社文書を整理、考察した。

ロンドンの公文書館（National Archives）

には、現在 Public Record Office（PRO）

が含まれ、キューKew にある文書館には、

英領マラヤを管轄した植民地省（CO, 1862

年～ ）のほか、外務省（FO,1782 年～ ）、

商務省（ BT,1861 年～  ）、海軍省

（ADM,1708 年～ ）、インド・ビルマ省

(1858 年～ 、1937 年にビルマ省独立)な

どの文書があり、今回のテーマに直接関係

のある資料が多く所蔵されている。また、

英国図書館  (British Library) には、

Oriental and India Office Collections が

あり、イギリス東インド会社文書や航海記

録などが保存されている。これらの文書か

ら、イギリス人が認識した東南アジアの人

びとの領域概念を探った。 

 本研究に関係する文書は、国内にも所蔵

されている。たとえば、イギリス議会文書

が京都大学、アメリカの公文書館文書の一

部が国会図書館に所蔵されているほか、そ

れぞれ印刷・刊行されたものが一部あるた

め、それらを利用して研究を進めた。 

（2）また、本研究はヨーロッパ勢力が東

南アジアに進出した 16世紀から 20世紀半

ばの日本の東南アジアの占領までの長いス

パンのなかで考察する必要があるため、17

世紀のイギリス東インド会社「マカッサル
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商館文書」や日本占領期に顕現化した国境

線の問題も考察した。 

（3）近代日本の国境線の問題を理解する

ため、沖縄本島・先島諸島、北部九州・五

島列島・隠岐諸島・壱岐で調査旅行をおこ

なった。また、西ヨーロッパの国境線にか

んする概念を理解するために、第一次世界

大戦西部戦線を調査旅行した。 

（4）基礎研究のための工具として、イギ

リス東インド会社「マカッサル商館文書」

を翻刻し、また『フィリピン関係文献目録

（戦前・戦中、「戦記もの」）』を編集・発行

した。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 研究成果を執筆するための一次史料の整
理・考察が順調に進んでいる。また、成果を
相対化するための理論的考察や比較のため
の勉強も順調に進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 （1）成果を発表すべく執筆にとりかかる。
ひとつは、19 世紀から 20 世紀にかけての国
境線画定の具体的事例を考察した学術論文
を執筆する。 
（2）もうひとつは、16 世紀から 20 世紀まで
の長いスパンのなかで、19 世紀から 20 世紀
にかけての事例を考察した、概説に近いもの
を執筆する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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